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研究主題 よりよく生きる力を育てる道徳授業

◆ 研 究主 題 につ いて

我が国の学校教育 は,情 報化,国 際化,価 値観の多様化 などの社会の大 きな変化に対応 し,

自ら考え主体的 に判断 し行動す る力を育て,国 際社会 に貢献 し信頼 される日本人を育成す る

ことをめ ざ して行われている。 したが って,こ れか らの教育を進め るに当た って は,一 人一

人の児童が個性を発揮 し,自 己実現を図 ることができるよ うに してい くことが大切である。

人間はだれで もが,人 間と してよりよ く生 きたいという願 いを もっているものであ り,そ

の実現を 目指 して生 きるところに道徳が成 り立っ。道徳教育 は,一 人一人が自らのよさを生

か し自己実現 を図 ることので きる児童の育成 を目指 し,そ の基盤 と しての道徳性を養 う教育

活動でる。特 に,小 学校におけ る道徳教育で は,人 間 と して よりよ く生 きるための心構えや

行動の仕方などの基礎的な道徳性を育成す ることが必要で ある。 その意味か ら,児 童一人一

人の願 いに応え,よ りよく生 きる力を育て ることは大切で ある。

道徳の時間は,児 童一 人一人がね らいとす る道徳的価値 に照 らして 自己を見っめ,発 達段

階 に即 して,そ の道徳的価値を内面的に自覚 し,主 体的に道徳的実践力を身に付けて い く時

間である。そのためには,児 童一人一 人が 自分な りの見方 ・感 じ方 ・考え方 をもち,表 現す

ることがで きるようにす ること,そ して,児 童一人一人が,相 互の見方 ・感 じ方 ・考え方の

異同に気付 き,交 流す ることができるよ うにす ること,さ らには,児 童一人一人が把握 した

道徳的価値に照 らして,自 己を振 り返 ることがで き,自 らを高めていけるよ うにす ることな

どの指導の工夫が大切 になって くる。

そこで,「 よ りよ く生 きる力を育て る道 徳授業」に迫 るため,本 年度 は,指 導過程 の改善

を中心 に して研究を進め ることに した。 また,研 究を進めるに当たっては,分 科会 ごとに小

テーマを設定 し,仮 説を立てて研究主題 に迫 ろうと考えた。第1分 科会では,自 分な りの考

えを表現 し,他 の児童の考えを認め ることを通 して,自 らを見っめ直す ことので きる児童の

育成を 目指 して 「一人一人の考えを深める指導法の工夫」,第2分 科会で は,互 いの考えを

尊重 し,自 他のよさを見つけ,自 らを高めよ うとす る児童の育成を 目指 して 「一人一人が生

きる指導法の工夫」,第3分 科 会では,自 ら考え,自 ら判断 し,自 ら行動 しよ うとす る児童

の育成を 目指 して 「児童が主体的に取 り組む授業の創造」をそれぞれのテーマと した。 これ

らのテーマを追及するに当た っては,児 童のよさや可能性 を伸ばす ことを中心 に,授 業研究

を通 して望ま しい道徳授業のあ り方を探 っていきたいと考 え,本 研究主題を設定 した。
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◆ 研究の概要

児童の実態
社会的背景 豊 か な 心 を も ち,た く ま し く生 き る 児 童 の 育 成 教育課程

新学習指

東京都の
4

研究主題

よりよ く生 きる力を育てる道徳授業

第1分 科会 第2分 科会 第3分 科会

教育課程審議会答申

東京都の教育課題

〈目 指 す 児 童 像 〉

自 分 の 考 え を も ち,互 い に 表 現

し,認 め 合 う こ と を 通 し て,自 ら

を 見 つ め 直 す こ と の で き る 児 童 。

〈目 指 す 児 童 像 〉

互 い の 考 え を 尊 重 し合 う な か で,

自 他 の よ さ を 見 つ け,自 らを 高 め

よ う と す る 児 童 。

〈目指 す 児 童 像 〉

自 分 な り の 思 い や 考 え を も ち.

自 分 な り の 方 法 で 表 現 し,進 ん で

実 践 しよ う とす る 児 童 。

〈分科会主題〉
一人一 人の考えを深 める指導法 の

工夫

〈分科会主題〉
一人一 人が生 きる指導法の工夫

〈分科会主題〉

子供が主 体的 に取 り組 む授業の創
造

8 1

〈仮 説 〉 〈仮 説 〉 〈仮 説 〉

多 様 な 考 え を 引 き 出 し,児 童 が 一 人一人の 児童が 自分の考えを
資料の吟味や指導法の工夫を通

互いに認め合えるような指導法 を 表 現 し,互 い に 認 め あ う こ と が で して,一 人 一 人 の 児 童 が 自 分 な り

工 夫 す れ ば,自 分 の 考 え を よ り い き る指 導 法 を 工 夫 す れ ば,自 他 の の 思 い を も ち,考 え を 深 め.自 己
っ そ う深 め て い こ う と す る 児 童 を よ さ に 気 づ き,自 ら を 高 め よ う と を自分 なりの方法 で表す ことがで
育 成 す る こ と が で き る 。 す る 児 童 を 育 成 す る こ と が で き る。 き る よ う 支 援 し て い く こ と で,主

体的 に行動 しよ うとす る児童を育
成 す る こ と が で き る 。

1 } i

児童の体験 甲
総括的評価(指 導計画,指 導方法,児 童の変容)

◆ 研究の成果と今後の課題

第1分 科会では,児 童一人一人が深 く考えることのできる授業をめざ して研究を進めてきた。

児童が自分の考えを表現で きる活動を工夫 し,お互 いの考えを認め合う機会を充実 させることを

工夫 した。 その結果,児 童は,深 く自分を見っめ直 して いこうとす るよ うにな って きた。

第2分 科会は,児 童一 人一人のよさや可能性 を生かす とい う視点 に立 って,〈 自己を表現

す る〉〈表現 された ことを受 け止め,応 え る〉を中心 に 「一人一人が生 きる」指 導法の工夫

を行 って きた。その結 果,児 童 は自らの考えを表現す るようになり,様 々な考えや感 じ方に

触れる中で,互 いに認 め合 うようになって きた。

第3分 科会では,「 子供の側 に立 っ授業」 とい う視点で研究を進めて きた。資料が児童の

実態 にあ っていた とき,心 に訴え る発問を したとき,児 童一人一人が自分な りに表現で きる活

動 を して いるとき,児 童が主体的に取 り組むよ うにな って きた。 さらに,1時 間の道徳の時

間のみを考えるだけでな く,年間を通 して意図的 ・計画的に,児 童を育ててい く必要があろう。

今後,各 分科会が設定 した仮説をよ り確かな ものとす るため,残 された課題の解決に向け

て様 々な指導法を追及 して い く必要がある。今 までの成果 を生か しなが ら,児 童の思いや願

いを十分に生か し,児 童が心待 ちにす るような道徳授業を目指 して いきたい。
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1一 人一 人 の考 えを深 め る指 導法 の工 夫(第1分 科会)

1分 科会 テー マ設定 の理 由

科学技術の進歩 や経済の発展 によ って,人 々の生活 は便利 にな って久 しい。それに伴い,

日常生活の中で児童が 自分で工夫 し,知 恵を発揮 して物事に取 り組む機会が少な くな り生活

態度 は受動的 にな って きている。その結果,物 事を成就 した喜びや感動を味わ うことも少な

くな り,積 極的に他者と交流を して いこうとする意欲 も薄れが ちにな る傾向にあ る。

さらに現代 は,テ レビや ビデオ,テ レビゲームなどの メデ ィアにあふれている。 これ らと

常 に接 して育 った児童 は,物 事を論理的に考えることや,情 緒的に深 く味わ うことは苦手 と

な り,受 けとめた情報 に対 して短絡的に反応す ることが多 くな って きて いる。

しか し,個 々の児童の内面 に一歩入 ってみ ると,自 然や芸術の美 しさに心 をひかれた り,

自分に尽 くして くれた人に感謝の気持ちを もった りす る面 もみ られ る。 また,こ れ らに限 ら

ず児童一人一人の内面 には,未 来 にむか って力強 く生 きていこうとする豊かな可能性が秘め

られていると感 じる。その可能性を引 き出 し,児 童のよ りよい人格の形成を図 ってい くため

にはそれぞれの児童の もつ よさが,他 とのかかわ りの中で具体的な ものの見方,感 じ方,考

え方 として確立 してい くことが必要になって くる。

第1分 科会で はこのよ うな考 えの もとに,全 体テーマであ る 「よ りよ く生 きる力を育て る

道徳授業」のよりよ く生 きる力を,「 相手の ことを考えたり,今 までの 自分 を振 り返 ったり,

これか らの 自分を見っめなお したりす る力」と捉えた。

この ような力を道徳の授業を通 して児童が身につけて い くためには,一 人一人が 自分なり

の考えを もち,他 の児童 と積極的に意見を交換 して さらに考えを深め,自 分を見っめなお し

てい く過程が大切である。そ こで,「 一人一人の考えを深める指導法の工夫」を分科 会主題

と して設定 した。

2研 究 の 内容 と方法

(1)分 科会主題 の決定 …全体テーマとのかかわ りを考え,主 題設定の理 由を まとめ る。

② 実態調査 とその考察… 目指す児童像 に対 して児童の実態 はど うか調査す る。

・プレテス トか ら調査項 目を決め,低,中,高 学年別に実施。集計,考 察。

(3)研 究の構想図作 り…児童の実態 ・目指す児童像 ・仮説 ・指導法の工夫を組み立て る。

(4)「 一人一人の考えを深め る」とは…概念を共通理解す る。

(5》 「一人一人の考えを深 める」指導法の考案 …児童理解 ・資料 ・学習活動 ・学習形態を工

夫す る。
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㈲ 検証授業 とその評価 ・考察… 「一人一人の考えを深める」の に指導法は有効であったか

を検証す るために,研 究授業を十回行 う。

3児 童 の実態 調査

q)ね らい…授業での児童の考えの深まりに関す る実態を探 り指導法の工夫に役立て る。

(2)方 法…一部 自由記述 を含む選択肢法による質問紙 法

(3)結 果と考察

ア

.一.低 学年

▽一マ 中学年

謄{高 学年

軍 一_一___r

ア.資 料を読んだ り聞 いたりしてい

るとき

イ.友 達の意見を聞 いて いると き

ウ.自 分が発言 して いるとき

工 自分で書いているとき

オ.先 生の話を聞 いてい るとき

資料,先 生や友達 の話を聞 いているときに感 じた り考えたり して いる児童が多い。資料

の吟味 ・資料提示の仕方などの工夫が大切であると考え る。 また,児 童の発言がお互 い聞

きやすい学習形態を工夫す ること も必要である。

ア.道 徳の時間の学習は,大 切だと
イ 思うから

イ.自 分の気持ちや考えを友達に

←●低学年 知 ってほしいから

路 霧舞 ウ.自 分の気 持 ちや考 えを 先生 に
知 って ほしいか ら

エ.発 表すれば,自 分の気持 ちや考

えがよ くわかって言 って よか っ

たなと思 うか ら

オ.先 生の質問がわか りやす いとき

カ.道 徳の時間に出て くる話 に,ジ

～ ンと自分の心が感 じたとき

キ.自 分が経験 したことを思 い出 し

たとき

ク.友 達の意見に,賛 成や違 う意見

を いいたいとき

児童は,自 分の思いや考えを友達や先生に知 ってほ しい と願 っている。特に高学年 に

なるほど友達の比率が高 くなる。そ こで,児 童の考えを交流す る機会を多 く用意すると

ともに,教 師や友達 との信頼関係を密 に し,

くりをす る必要がある。

自由に意見を交流 し合える温かい雰囲気づ

一5一



ウ

工

ア.友 達の気持 ちや考えを知 りたい

か ら

イ.友 達の考 えを知 って,仲 良 くな

りたいか ら

ウ.友 達 と自分の気持 ちや考えを比

べて考えたいか ら

エ.友 達の発表を聞 いて、 自分が こ

れまで して きた ことを思い出す

か もしれないか ら

オ.友 達の考えや してきたことを聞

いて,自 分が これか らどう して

いけば いいかわかるか ら

カ.友 達 の発表を聞 くと,自 分の気

持ちや考えがは っきりして まと

まるか ら

キ.自 分の考えと友達の意 見が同 じ

だ ったときにうれ しいか ら

友 達 の考 え を 自分の 考 え と関連 づ けよ うとす る様 子 が わ か る。 この こ とか ら,授 業 の

中で,多 様 な考 え を 引 き出す 指導 法 の 工夫 が大 切 で あ る と考 え る。

次のようになったことはありますか。 ア・ 自分の考えに自信を もった こ(L%

がある80
●一●低学年
▽帰中学年 イ.自 分の考えに疑問 を もった こと

1憶 .乏　 ヂ1:1雛1瓢ll
209'思 っ た こ と が あ る

あまり疑問を もたず に,自 分の考 えに自信を もった り,別 の考えを受け入れた りす る

傾向がみ られ る。 この ことか ら,児 童一人一人が主体的 に しか も多様 に考え,活 動で き

る指導法の工夫が大切であ ると考え る。
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4研 究の構想

研究主題 よ りよ く生 きる力を育てる道徳授業
1

}
i

〈児童の実態〉

・自分の考えを もっ ことがで きる。

・豊富 な知識を身につけて いる。
・直観的な判断力があ る。
・興味や関心のあることにっいては,よ く

聞 き発言す る。
・他 とのかかわ りの中で,自 分の考えを深

めて い く機会が少 ない。

〈目指す児童像〉

◎ 自分 の考 え を もち,

合 うこ とを通 して,

との で きる児 童。

互いに表現 し,認 め

自らを見っあ直す こ

・深 く考え ることので きる子

・豊か に表現で きる子

・互いのよ さを認め合 うことので きる子

分科会主題 一人一人の考えを深め る指導法の工夫

仮説 多様 な意見を引 き出 し,児 童が互 いに認め合えるような指導法を工夫すれば,自 分

の考えをよ り一層深めていこうとす る児童を育成す ることがで きる。

〈指導法の工夫〉

・児童理解 ・資料の工夫 ・学習活動の工夫 ・学習形態の工夫

検証授業

5「 一 人一人 の 考え を深 め る」 とは

本分科会では,「 一人一人の考えを深め る」 とい うことを次の ように考えた。

A.道 徳的価値について考えを深め ること

B.今 までの 自分を誠実にふ りかえ り,自 分を確かめること。

また,道 徳の時間の中で,次 のことを通 して児童一人一人の考えが深 まると考える。

① 自分の考えを もっ。

② 自分の考えを表現す る。

③ 友達(他 人)の 考えを真剣 に聴 く。

④ 友達(他 人)の 考え と自分の考えとの共通点や違いに気付 く。

⑤ さらに自分の考えを深め る。
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児童は,上 記の ように して考えを深めて い くなかで,自 分 とかかわ り,他 人 とかかわ って

い く。そ して,も う一度 自分の考えを確かめ ることで,道 徳的価値を自分の もの として身に

つけてい くことがで きる。

本分科会では,こ れ らの過程を 「考えを深め る」と し,研 究主題に迫 ることに した。

6一 人一 人 の考 え を深 め る指 導法 の工夫

(1)児 童理解

心を育て る道徳での指導は,教 師と児童,児 童相互の信頼関係が もととなる。信頼関係

を築 くには,一 人一人の児童のよ さを,そ の子の持 ち味(個 性)と して認 め生か して いこ

うとす る受容的で,共 感的で,肯 定的な愛情あ る児童理解の姿勢が大切である。

○座席表活用などによる個々の記録 ○事前調査 ○ ワークシー ト ○授業記録

(2)資 料の吟味 ・開発

○多様 な意 見が引 き出せ る資料

○児童の実態に合 った資料

・児童が共感で きる場 面がある

・児童が道徳的価値を 自分の経験 に照 らし合わせて考え られ る

(3)指 導過程での学習活動 の工夫

導 入 ねらいとする道徳的価値の内面的自覚に向けて動機づけをする。

展開の前段 児童一人一人が自らの思いを表現 し,友 達 と交流 し合 って考えを深 める。

展開の後段 自 らを見っめ直す ことがで きるようにす る。

終 末 本時の学習を振 り返 り,自 分で感 じたこと ・考えたことを心 に整理す る。

以上のよ うな指導過程 において,ね らいを立て,次 の ことを工夫 し児童の考えを深め さ

せてい く。

ア 資料提示の工夫

○事実を しっか り押 さえる

○臨場感を もたせ る

○中心場面 を大切 に扱 う

イ 発 問

○資料分析を通 して,発 問を構成す る。その中で,ね らいに直接迫 る発問を中心発問 と

す る

○補助発問を吟味す る
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○発問を最小限にとどめ,話 し合 いの時間を十分にとる。

ウ 表現活動の工夫

(ア)役 割演技

資料中の人物の考えや気持ちを身体表現等を通 して感得 させ る。

(イ)話 し合い活動

○小 グループでの話 し合い

・多 くの子が発言 し,表 現で きるよ うにその機会を増 やす。

0学 級全体での話 し合い

・聞 き合い,話 し合いの規律をつ くる。

・発言 は,分 類 ・整理 し,構 造的に板書する。

(ウ)書 く活動

吹 き出 しや ワークシー トを活用 し,書 くことを通 して 自分を深 く見っめ させ るよ う

にす る。

(4}学 習形態

話 し合 い活動や役割演技が しやすいよ うに,そ れぞれの活動にあ った形態を工夫す る。

○ グループ ○ コの字型な ど

7授 業 研究 事例

(1)第3学 年

ア 主題名 本当の友達(2-(3))

資料 名 「ないた赤おに」

イ ね らい 友達の気持 ちを理解 し合い助 け合 っていこうとす る心情を育て る。

ウ 指導の工夫

○資料分析により,資 料の構成 や登場人物の心の動 きを把握す ると共に,児 童の心の動

きを予想 し,発 問を構成す る。

O資 料提示後,心 に残 った ことを発表 させ,児 童の感想を生か しなが ら,発 問にっなげ

る。

○ 中心発問での話 し合 いを深め るために,基 本発問を最小限にとどめ る。

○児童の考えを深めるため,そ れぞれの発言を学級全体の話 し合いに広 げる。そのため

に補助発問や小集団での話 し合いを取 り入れる。

○児童理解や作文な どで把握 した児童の信頼 ・友情に関 してのよ さや経験を展開後段 に

おいて発表 させ る。
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工 指導の実際(中 心発問と主な児童の心の動 き)

T青 鬼 さんが残 した貼 り紙を読んで,赤 鬼さんはどんな気持 ちで泣いてい るので しょ

う。(青 鬼が残 した手紙の最後の部分を指導者が読んでか ら発表 させ る。)

C

C

C

T

C

C

T

C

オ 考

0資 料分析を行い,発 問を精選 した ことは,中 心発問での話 し合いを深めるために有効

であった。

○実態調査の考察を基 に,BGMを 使用す るなど資料提示を工夫 し,臨 場感 を高めた こ

とは,児 童の心をゆさぶ るの に有効であった。

○資料提示後児童の感想を発表 させ,そ こか ら話 し合いを深あてい くことは,児 童の主

体的な取 り組みを促すのに効果的であ ったが,そ の後の授業の展開にど う生か してい

くか課題がのこった。

○中心発問における補助発問 は,児 童の考えを深めるのに有効であったが,一 人の意見

を全体での話 し合いに広 げてい く手立てを工夫す る必要があ る。よ り多 くの児童が考

えを表現 し,児 童相互の意見の交流が行われ るようさらに工夫す る必要がある。

青鬼 さん どうして出て いって しまったの。また戻 って きてお くれ。

ぼ くが悪か った。戻 って きてお くれ。ぼ くは,我 慢で きな いよ。

青鬼 さんが出てい って しま ったのでは しかたがない。

「イツマデモ キ ミノ友 ダチ 青オニ」ここを読んだ赤 鬼さんは心 の中で どう思 っ

たで しょう。

ぼ くは今か らも君の喜ぶ ことを してあげたい。

本当の友達 は青鬼 さんだ ったと思 う。

本当の友達 とはどんな友達 なんだろう。

一番大切 な友達
。 自分の ことを思 って くれ る友達。

察
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II一 人 一 人 が 生 き る指 導 法 の 工 夫(第2分 科会)

1分 科 会 テ ーマ設 定 の理 由

教育を進 めるに当た っては,児 童一人一人のよさや可能性を生かす ことを根底に据える必

要がある。 この ことは,道 徳教育においては以前か ら配慮 されて きた ことではあ るが,さ ら

にそれを深 くとらえ,意 識 し,授 業実践 を積み重ねてい くことが大切である。

道徳の時 間は,ね らいとする道徳的価値を内面的に 自覚 させ る時間である。そのためには

児童一人一人のよ さや可能性 を生かす ことは不可欠 といえ る。児童 は,本 来,様 々なよさや

可能性を内に秘めた存在であ り,だ れ もがそのよさや可能性 を発揮 し,よ りよ く生 きたい と

願 っている。一人一人の児童の よさを生か し,互 いのよさを認め合 うよ うにすれば,児 童は

充実感を味わい,さ らに,自 ら考え,判 断 し,表 現 しよ うとす る意欲を もっよ うになる。

私 たちは,一 人一人が生 きる指導法の工夫を行 う上で,〈 自己表現す る〉 〈表現 された こ

とを受 け止め,考 える〉活動を中心 に置いて研究 を進めることに した。

そのためには,研 究の視点にそった指導過程や資料提示 ・発問 ・表現活動などを工夫 し,

授業の中で互いに認 め合えるよ うにする必要があ る。

以上の ようなことを中心 に,授 業実践を積み重ねて いけば,研 究主題である 「よりよ く生

きる力を育て る道徳授業」に迫 ることがで きると考え,本 主題を設定 した。

2研 究 の 内容 と方 法

(1)研 究主題の設定(研 究主題 と目指す児童像 ・仮説 ・研究構造図)

(2)実 態調査(調 査内容の検討 ・調査の実施 ・分析 ・考察)

(3>指 導法の工夫(指 導過程 ・資料提示 ・発問 ・表現方法)

(4)授 業研究(指 導案の作成と検討 ・授業の実施 ・分析 と考察)
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3研 究の構想

全体研究主題 よ りよく生 きる力を育て る道徳授業

分科会主題
一人一人が生 きる指導法の工夫

目指す児童像
互いに考えを尊重 し合 う中で,

ようとす る児童。

自他のよ さを見つ け,自 らを高あ

仮説

一人一人の児童が自分の考えを表現 し,互 いに認 め合 うことので

きる指導法を工夫すれば,自 他のよさに気付 き,自 らを高めようと

す る児童を育成す ることがで きる。

検 証 授 業

指導法についての評価

4ア ンケ ー ト調査 によ る児童 の実態

(1)調 査の 目的 道徳の時間における児童一人一人の考えや意識の傾向を把握することによ

り,一 人一人が生 きる指導法の工夫に役立て る。

(2)調 査の方法 選択肢法 による質問紙法を用 い,全 学年 同一内容 と した。

(3)調 査の対象 授業を行 う学級の児童(310名)

(4)調 査の結果 と考察

設問1自 分の意見を発表す るとき,ど んな方法が

いいですか。

ア.手 を挙げて発表す る。

イ.自 由に発表す る。

ウ.グ ループの中で話 し合 った意 見を発表す る。

エ.紙 に書いた ものを読んで発表す る。

オ.紙 に書いた ものを先生に読んで もらう。

カ.先 生が指名する。

キ.そ の他

発表の仕方の好みは多様で あり,

じよ うな傾向が見 られる。

どの学年に も同

〔凡 例)

ア イ ウ エ オ カ キ

珪謹藩…購…,,・ 華…………1…　 覆
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設 問2友 達 か あ な た と反 対 の 意 見 を 言 い ま した 。

あ な た は ど ん な 気 持 ち に な り ま す か 。

ア な ん て 反 対 の 意 見 を 言 う の 。

も う い っ し ょ に 遊 ば な い か ら。

イ.私 と反 対 の 意 見 を 言 うな ん て,い や だ な あ 。

で も,し ょ う が な い 。

ウ,そ ん な 意 見 もあ るの か 。 で も私 の 方 か 正 し い

に 決 ま って い る。

エ.私 の 考 え は ま ちか え て い る の か な 。

オ.ど う し て か な 。 も う一 度 考 え て み よ う 。

カ.そ う い う 意 見 も あ る の か 。 発 言 して くれ て よ

か っ た な 。

キ.そ の 他

低

中

高

%

高 学 年 に な る ほ と,友 達 の 意 見 を 受 け 入 れ よ う と

す る 姿 勢 か 見 受 け ら れ る。

設 問3道 徳 の 時 間 は 楽 し い と 思 い ま す か 。

ア と て も楽 しい 。

イ ま あ ま あ 楽 しい 。

ウ.あ ま り楽 し くな い 。

工 楽 し く な い 。

1と て も 楽 し いllま あ ま あ 楽 しい1を 合 わ せ る と,

と の 学 年 も70%を 越 え て い る 。 全 学 年 を 通 して,道

待 の 時 間 は 楽 し い と と らえ て い る。
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高
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設 問4道 徳 の 時 間 か 楽 し い の は と ん な と き で す か 。

ア.ア レ ヒ を 見 る と き。

イ お 話 を 読 ん た り聞 い た り す る と き 。

ウ.話 し合 い を す る と き 。

エ .友 達 の 体 験 を 聞 く と き 。

オ.い ろ い ろ な こ と を 考 え る と き。

力 授 業 の 最 後 の 先 生 の 話 を 聞 く と き 。

キ.そ の 他

資 料 に 触 れ る 時 が 最 も楽 し い と 感 じ る の は,ど の

学 年 に も 共 通 して い る。 学 年 が 進 む に つ れ,受 動 的

な 傾 向 か み られ る よ う に な る 。 話 し合 い を さ せ る 手

立 て,考 え さ せ る 手 立 て か ポ イ ン ト と な る 。 そ の 他

に は,テ レ ヒ以 外 の 視 聴 覚 教 材 が あ け られ て い た 。
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設 問5道 徳 の 時 間 か 楽 し くな い の は と ん な と きで

す か 。

ア.意 見 を い う と き。

イ.文 章 を 書 く と き。

ウ.友 達 の 意 見 を 聞 く と き 。

エ.い ろ い ろ 考 え る と き 。

オ.そ の 他

oznaosoangoo
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自 分 の 思 い や 考 え を 表 現 す る こ とが 楽 し く な い と

感 じた 児 童 が,と の 学 年 も共 通 し て 回 答 数 の6割 を

越 え て い る 。 表 現 盾 動 を 工 夫 し,配 慮 す る必 要 が あ

る 。 そ の 他 に は,挙 手 して も指 名 して も ら え な い 時,

先 生 の 話 を 聞 く 時 な ど か あ っ た 。
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5一 人一人が生きる指導法の工夫

(1)一 人一 人 が生 きる工夫

事 前

① 児童に道徳の時間の意義を理解 させ,真 剣 に取 り組め る工夫をす る。

② 日ごろか ら自由に自分の思 いや考えが出せ る雰囲気作 りをする。

③ 児 童 を よ く知 る。(事 前 調 査,日 記,作 文,ワ ー クシー ト,行 動 記録 な ど)

④ 必要に応 じて,各 教科,特 別活動などと関連を図 る。

事 中(本 時)

導

入

展

開

前

段

展
開
後
段

欠
丁、

糸

末

段階のね らい

○価値への方

向づけをす

る。

○資料への興

味 ・関心を

高め る。

○学習の雰囲

気を作 る。

○資料を もと

に道徳的価

値を追求 ・

把握をす る。

○ ね らい とす

る道徳的価

値の 自覚を

図 る。

○実践意欲を

高める

児 童 の 活 動

自己表現 する力 受 け止め,考 え る力

興 味 ・関 心 ・意 欲 を もっ

・自分の体験 や経

験を想起 し,発

表す る。

・発表を聞 き,自

分 の体験 や経験

を想起す る。

自分の考えを もち,深 める

・自分の思いや考

えを表現する。
・書 く

・話 す

・つ ぶ や く

・動 作 化

・役 割 演 技

・友 達 の 発 表 を 見

た り聞 い た り す

る 。

・自 分 の 考 え と比

べ る 。

・自 他 の よ さ に 気

付 く。

自分を見つめ直す

・書 く

・話 す

・発 表 を 聞 き,自 他

の 考 え を比 べ る。

・自 他 の よ さ に 気

付 く。

自分を高めようとする

教 師 の 支 援

☆本時のね らいとす る価値 や資料 へ

の関心 ・心構え を もち 自己を見つ

め られ るようにす る。

・身近 な体験 や経験を生 かす

・アンケー トの提示などの工夫

・視聴 覚教材の活用

など

☆ 自分の ことと して主体的 に受け止

め られ るよ うにす る。発表の場を

通 して多様な価値観に触れ,自 己

を見つめ られ るようにする。
・ワークシー トの活用

・話 し合いの工夫(バ ズセ ッシ ョ

ン,座 席の形態な ど)

・動作化や役割演技

・指名方法の工夫

・資料提示,板 書,発 問の工夫

◎ 書けない子への配慮をす る。(励ま

す)

◎ 児童のつぶや き,表 情 を とらえ,

授業 に生かす。(発 言を認める,う

なず くなど)

☆自己の生活を振 り返 り,深 く見つ

め られ るようにする。

☆1時 間 の 授 業 を 通 し,感 じた こ と

や 考 え た こ と を 整 理 し,ま と め ら

れ る よ う に す る 。

・教 師 の 説 話 ・こ と わ ざ ・歌

・児 童 の 作 文 ・詩 ・感 想 な ど
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事 後

① ワー クシー トな どに教 師の 朱書 きを 入れ,認 め,励 ます 。

② 家庭 との連携を図る。

③ 生活の場 に生かす。

(2)一 人一 人 を生 か す 工夫

嘩鐙鰻o:〕

視 点 自己表現する力を育てるために 受 け止め,考 え る力を育てるために

発 問

「

・考え る視点を明確にす る。

・考え る時 間を十分 とる。

1

・聞 き手 に よ くわ か る よ うに は っ きり

した声 で,ゆ っ くり話す よ うにす る。

資料提示 ・聞 く視点 を助 言 す る。

・間を十 分 と る。

話 し合い ・小 グループでの話 し合いを活用す る。 ・話 し手の顔を見て聞 くようにす る。

書 く ・書 く視 点 を明 確 にす る。

・書 く時 間 を十 分 とる。

役割演技

動 作 化

・意図 を 明確 にす る。

・時 間を 十分 と る。

・見た り,聞 い た りす る視点 を明確 に

す る。

指 名 ・児童の多様な考えを引き出 し.広 め

るようにす る。

1

板 書 ・話の展開や登場人物の心の変容が分

か るよ うにす る。

・発問や発表された考えが確かめ られ

るよ うにす る。

座 席 ・互いの顔が見えるように し,聞 き手

の反応を見なが ら話す よ うにす る。

・互 いに顔が見え るよ うに し,深 く受

け止めることがで きるようにす る。
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6授 業 研究事 例

(1)第1学 年

① 主題 美 しい心(3一 ③敬 けん)資 料名 「七っの ほ し」

② ね らい 美 しく清 らかなものに触れ,す がすが しい心 を もっ気持ちを育てる。

③ 一人一人が生 きる指導法の工夫

○ 「自己表現す る」たあの工夫

・ 導入ではBGM ,OHPを 活用 して資料提示 し,学 習への興味関心が高まるようにす

る。

・ 女の子やお母 さんをペープサー トに し,役 割演技を行 う。

・ 様 々な考 えの児童 に発表 させ,話 し合いに広が りを もたせ る。

○ 「表現 された ことを受 け止め,考 え る」ための工夫

・ 紙芝居を活用 し,話 の場面 に触れた発言 は,再 度紙芝居を提示 してお さえ る。

・ ひ しゃくの変化と心の様子が結 びっ く発言 は,再 確認を図 って いく。

・ ね らいに迫 る発言内容 は,色 チ ョークで囲んで整理す る。

④ 展開の実際(心 情を感 じとらせ る発問 と児童 の反応)

T女 の子 は犬が水をほ しが った時 どんな気持 ちで したか。

C犬 がかわいそ う。C犬 だ ってだれだ って水を飲みたいのだか らあげよう。

C犬 に水をあげた ら,お 母 さんのがな くなる。 どうしよ う。

T女 の子やお母 さんがやさ しくしたか ら,ひ しゃ くの色が変わ ってい ったのですね。今

まで考えた中で,や さしい気持ちがよ くわか るの はどうい うところですか。

C犬 がいわいそ う。C旅 人がかわいそ う。C苦 しいけど水をさがそ う。

C飲 みたいけどが まん して,お 母 さんに水を持 って いこう。

C私(お 母 さん)は 病気で死ぬか ら,お 前がお飲 み。

⑤ 考 察

・ 児童 は目と耳か ら得 るイメー ジ,教 師の補説な どか ら,こ れか ら始ま るお話への興味

関心が一段 と高 まった。

・ 中心発問では「女の子やお母さんがやさ しくしたか ら,ど んどんひ しゃ くの色が変わ っ

てい く」というよ うに,や さしさに感動 した発言が多 く出され,児 童の心の中に 「これ

がすがすが しい気持 ちとい うものか」「この ような気持 ちを もちたい ものだ」 とい う意

識の芽生えをみ ることがで きた。
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(2)第5学 年

① 主題 助 け合 う仲間(2一 ③友情 ・信頼,助 け合い)資 料名 「白いテープ」

② ね らい 友達を信頼 し 助け合 っていこうとする心情を育て る。

③ 一人一人が生 きる指導法の工夫

○ 「自己表現す る」ための工夫

・ ワー クシー トに自己の考えを整理 し,発 表 しやす くする。

・ 板書を活用 し,あ きらとみんなの両方の心情を追 う。

・ 展開後段では,発 問を同時 に二つ提示 しどち らかを選択す ることで発表 しやす くす

る。

○ 「表現 された ことを受け止め,考 える!た めの工夫

・ 事前のア ンケー トを掲示 し,自 他の考えを比べやす いよ うにす る。

・ 相互指名を行い,友 達の考 えと自らの考えを比べやすいよ うにする。

④ 展開の実際

Tリ レーの順番を決めている時,み んなやあ きらはどんな気持 ちで したか。

C陰 三=∴∴ 鞭i課
諏

T目 標を見てあ きらはどんな気持 ちにな ったのだろ う。

Cも っと心配 にな って きた。Cみ んな もがんば って るか らがんばろ う。

Tみ んなはどんな気持 ちであきらを応援 したか。

C最 後 までがんば って。C練 習の成果を出 し切れ。C一 生懸命走 って。

T友 達を信頼 し励 ま していますか,ま た友達に応えよ うとしていますか。(展 開後段>

C困 っている人に必ず声をかける。C上 手な人をお手本に してがんばって いる。

⑤ 考 察

「友達が欲 しいなと思 ったのはどん なときか」 とい うア ンケー トは,具 体的な場面が

自他の考えを比較す る上で有効であった。 さらに,傾 向性を分類す児童か ら挙げ られ,

るな ど整理 して提示するとさらに効果が上か る。

・ ワー クシー トを用いて発表 したが,ワ ークシー トを読むだけに留 まり,自 他の考えを

比較 し,再 度考えるとい う段階にはいた らなか った。

・ 展開後段で は,教 師の発問に対す る児童の受け止め方 に混乱が見 られ た。発問にっい

て は児童の立場に立ち,よ く吟味す る必要がある。
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皿 子 供が主 体 的 に取 り組 む授業 の創造(第3分 科会)

1分 科 会 テ ーマ設 定 の理 由

「よ りよ く生 きる力を育て る道徳授業 」を実現す るためには,子 供が主体 的に取 り組む授

業を創造 して いくことが大切であ ると考 える。

これか らの道徳教育が 目標 とす る 「主体性のある日本人の育成」は,教 育全体 にも通ず る

ものであ り,豊 かな道徳性を身に付 け,社 会の変化に主体的に対応で きるとともに,国 際社

会において 自らの役割 と責任を果たす ことので きる日本人を育成す ることを示 した ものであ

る。 ここでい う主体性 とは,自 主的に考え,自 律的に判断 し,決 断 した ことは積極的かっ誠

実に実行 し,そ の結果 にっ いて責任を とるということであろう。

こうした主体性 は,主 体 的な学習を通 して培われる。

子供 は,道 徳の授業 に主 体的 に取 り組んで こそ,自 分の中にあるよさや心 の弱 さに自ら気

づ くことがで きる。そ して,気 づ いた子 供は,「 弱い心 を克服 し,よ さを生か して,よ りよ

き人間 として生 きたい。」 とい う,人 間が本来 もってい る願 いに忠実 に生 きよ うと努力す る

であろ う。 このよ うに して子供たちの 「よ りよく生 きる力」は育 って い くものであると考え

る。 しか し,こ のような授業が 日常的 にで きているか といえば,残 念なが ら反省すべ き点の

あることを認 あざるを得ない。

そ こで,第 三分科会で は子供 の側 に立つ道徳授業を 目指 し,「子供たちが主体的に取 り組

む授業の創造」をテーマ として取 り上げることに した。

子供が主体的に取 り組んで いるか どうかを見る視点 と しては,(1)自 分な りの思いや考えを

もっ(2)友達の考え との共通点や違いを知 り,自 分の考えを深め る(3)自分の思いや考えを表現

す るとい う子供の姿を考 えた。道徳の授業に主体的に取 り組む ことによって,「 よ りよ く生

きる力」 は育つ という仮説の もとに,子 供一人一人が,自 己の内面 を深 く考え ることので き

るような授業の工夫を研究のね らい とし,本 主題 を設定 した。

2研 究 の内容 と方 法

(1)研 究主題の設定(授 業の実際と学習 に主体的に取 り組 ませ ることの重要性)

(2)実 態調査(調 査内容の検討,調 査の実施,集 計,分 析,考 察)

(3)子 供が主体的に取 り組む授業にっいて(研 究仮説)

(4)指 導法の工夫

(5)授 業研究(指 導案の立案,内 容の検討,授 業の実施,協 議,考 察)
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3道 徳の授業 における子供の主体性に関する調査(東 京都公立学校10校353名9月 実施)

(1)調 査 の 目的

どのように指導を工夫すれば,子 供がよ り主体的に道徳の授業に取 り組む ことがで きる

ようになるかを知 り今後の指導 に役立て る。

(2)調 査の内容 と方法及び結果

① 内 容

設問1あ なたは,道 徳の授業が好 きですか。

設問2道 徳の時間に意見を言 うのはどんな時ですか。

設問3道 徳の時間に真剣に考えよ うと思 う時 はどんな時ですか。

設問4自 分の意見を発表す る時,ど のような方法で発表す ることが好 きですか。

設問5道 徳の授業の ことを家の人 に話 しますか。

設問6あ なたにとって心 に残 る道徳授業 とはどのような授業ですか。

② 方法及び結果

・質問 紙法 に よ り,低 ・中 ・高 学年 同一 内容 で実 施 した。

ア痂
……嚢自 而

設問10ト
ー 一 一 「111'.,

低学年1

設閤2
t

低学年

中学年

麺 高学年1

ilii'�

惟灘 難…"

中学年1 一
高学年1

ア 好 き イ き らい ウ どちらでもない ア 考えがまとまった時 イ 先生にさされた時 ウ 友蓬の童敗 対
工 章見を言っ走こともなも、 オ その値 して章見を言う時

設 問3ト
__iii'.設 問ilii..

低学年} 蒙藩
}
総㎜

中学年〔=======コiZZ薩 副丑

高学年[====コZZZ團 ≡劃皿

ア お話にでてくる人について考える時

ウ 自分のこれまでの生活について考える時
工 思ったことがないのでわからない

イ 友達の意見を園いた時

オ その他

設 問50
r-T-r-r--r50100X

低学年1

中学年1

高学年1

一
㎜i購 調

膿
ア 自分の言葉で言う イ ワークシートに書き・話す ウ その飽

設問6(記 述式)

低学年1 一
中学年1 ㎜
高学 年 【 一

ア ある イ な い

低学年 は,紙 芝居 ・絵話 ・OHPな ど

使 った授業が心 に残 っている。
中学年 は,資 料提示を工夫 し役割演技を

行 った りした授業が心に残 っている。

高学年 は,資 料の中の人物の生 き方 を考
えた授業が心 に残 っている。
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(3>考 察

この結果か ら,心 に残 る資料を選定 し,提 示方法を工夫 し,役 割演技などの多様 な学 習

活動を工夫することによ って子供 は,道 徳の授業に興味 や関心を もち,主 体的に取 り組む

よ うになることがわか った。

また,一 人一人の子供が 自分の考えを表現す る機会を多 くするとともに,友 達 と交流 し

てその共通点や ちが いを知 り,さ らに自分の考えを深めて い くようにす ること も道徳の時

間には大切であ るということ もわか って きた。

さらに,道 徳の時間の指導を行 うに当た っては,発 達段階や一人一人の子供の特性等 を

よ く理解 し,そ れぞれが もっているよさが,十 分 に発揮 され るようにすることの大切さが

わか った。

4「 子 供が主 体 的 に取 り組 む授 業 」 とは

「子供が主体的に取 り組む授業」とは,子 供が 自分 に問 いかけ,自 分で考え,自 分の こと

として積極的に参加す る授業の ことである。そのために教師は,子 供の学習意欲を喚起 し,

子供が自 らに問いかけ,考 え,表 現できる場を設定 し,学 習す る子供の支援者の役割を果た

していか なければな らない。 このよ うな考えに基づ いて私たちは,子 供が主体的に取 り組む

姿を見る視点 を次の3点 に置いた。

(1)自 分な りの思 いや考えを もっ

自分が,資 料の内容や事実 をとらえた上で,自 分 の課題を もっということである。 この

課題追求の意欲が,授 業全体を支えてい くので はないか と考えた。

(2)友 達の考え との共通点や違 いを知 り,自 分の考えを深める

自分の考えたことを自分の意見と して もっ ことである。そのためには,真 剣 に思いをめ

ぐらす ことが必要である。その中で 自分を見つめ,自 分に問 いかけていかなければな らな

い。 また,同 じように他の子供の考えを受け止め,自 分の意見 と比べ る中で,さ らに自分

の考えを深めて い くことが大切である。

そのよ うな態度の中で,子 供達 はね らいとす る道徳的価値を内面的に自覚 し,道 徳的実

践力 と して身につけてい くことがで きるよ うになるのではな いか と考えた。

(3)自 分の思いや考えを表現す る

深め られた自分の考えを,子 供の意志により,口 頭や ワークシー ト,役 割演技などで表

現す ることであ る。 このよ うな表現活動を通 して,ね らいとする道徳的価値を自覚 し,自

らの中に定着 させることがで きるようになると考え る。
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5子 供が主体的に取 り組む授業のための手立て

主体的に取り組む児童の視点

① 自分な りの思いや考えを もつ

② 友達の考えとの共通点や違 いを知 り,自 分の

考えを深める

③ 自分の思いや考えを表現する

(1)指 導過程の工夫(視 点①②③)

ね らいとする道徳的価値や資料 によ って,学 習指導の過程 は変わ って くる。 そこで,ね

らいに即 して指導効果を高めるため,弾 力的な指導過程 を工夫す る。

② 資料選定の留意点(視 点①②③)

子供が主体的に授業 に取 り組むためには,「 もっと知 りたい」「もっと考えたい」 とい う

意欲を もつ ことが必要である。そのためには,資 料 は大 きな意味を もつ。 そこで,以 下の

ことに留意 して資料の吟味をす ることに した。

・ 子供たちの 日常生活 にも起 こりうる場面があ り,自 分たちの身近な ものと して とらえ

ることがで きれば,真 剣 さを引き出す ことがで きる。一人一人の子供の実態を十分把握

し,資 料の選定をす ることが必要である。

・ ね らいとする道徳的価値 にせまる場面が子供たちの興味 ・関心を引 くものであれば
,

多様な心の動 きが表れ,授 業へ の主体的な取 り組みにっなが る。

(3)資 料提示の工夫(視 点①)

資料提示 は,資 料の選定 と同 じく重要な もの といえ る。そのための様々な工夫が必要で

あ る。ね らいとす る道徳的価値や資料の特質により,効 果的な工夫をす る。

○切 りぬ き絵 ・写真…… イメージがふ くらみ,興 味 ・関心が高まる。

○実物の提示 理解が増 し,興 味 ・関心が高 まる。

0効 果音 臨場感が出て,興 味 ・関心が高 まる。

OBGM資 料の世界 にひたれ るとともに,授 業に集中で きる。

○語 り聞かせ 資料 に集 中で き,深 く考えることがで きる。

○資料の事前提示………資料内容が十分に把握で きる。

これ らのほか,ね らいによ っては資料 を分断 して提示することによ り,資 料の結末 にと

らわれずに,自 己の経験 に照 らして,自 由に 自分な りの思いや考えを もつ ことができ,多

様な考えを引 き出す ことがで きる。
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(4)ワ ー クシー トの工夫………(視 点①②③)

一人一人が ワー クシー トに自分の思 いや考えを書 くことは
,次 のよ うな効果がある。

・ 書 くことを通 して自分を深 く見つめ,自 分の考えを明確 にす ることがで きる。

・ 自分の考えを客観的 にながめ ることができ,考 えを深め ることが できる。

・ 「吹 き出 し」 は子供 たちに とって,書 く視点が明 らか にな り書 きやすい ものであ る。

書 くことが苦手 な子 も自分の考えを表 しやすい。

・ 話 し合いの場面では,ワ ー クシー トに基づいて発表す ることによ り,発 表が苦手な子

も発言が しやす くなる。

・ 話 し合いの後,他 の人の考え にふれ,自 分の思 いや考えが深 まった り変わ った りす る

ことがあ る。そ こで,ワ ークシー トの中に,そ れ らを書 き込む欄を設けること もで きる。

(5}話 し合い活動の工夫………(視 点①②③)

話 し合いは自分を表現す るとともに,他 の人の考 えに触れ る活動である。 自分の考 えが

深 まり広が って い くだけで はな く,互 いに理解 して,認 め合 う機会で もある。 それ は,子

供 たちにとって は大 きな喜びとな り,さ らなる意欲の源 ともなってい く。学級全体での話

し合 いのみな らず,小 グループでの話 し合いも多 く取 り入れ,子 供が 自分の思いや考えを

語 る機会を増や したい。

㈲ 役割演技の活用(視 点①②③)

役割演技 は演技的な表現活動を通 して,子 供の主体的な学 習活動 を促 して い くものであ

る。ね らいとす る道徳的価値への共感的な理解を深め,子 供 自らの道徳的心情や道徳的判

断力を高める上で効果的である。ね らいとす る道徳的価値に迫 る場面での活用を考えたい。

低学年にお いては,簡 単な動作化 も同 じよ うな効果が得 られ る。

(7)発 問の工夫(視 点①②③)

発問 は授業を展開 して い く上で重要である。子供たちの一人一人が,ね らいとする価値

に対 して 自分の考えを もち,深 めることができるよ う,主 た る発問を精選 し,最 も考え さ

せたい場面 に十分時間をかけるようにす る。 また,指 導 内容についての実態調査に基づ き

発問構成をす ることや話 し合いの計画 を立て ることは多様な考えを引 き出す上で効果的で

あ る。 また,初 発の感想 を生 か した発問構成の工夫 も,子 供たちに授業への主体的な取 り

組みを促す効果があ る。
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6授 業研 究事 例(第6学 年)

(1)主 題 高め合 う友情(2-(3)信 頼 ・友情)

資料名 「あいっ」(「児童詩教育入門 」江 口好季著よ り)

(2)ね らい

友達 と互 いに認あ合いなが ら,友 情を育 もうとする心情を育て る。

(3)研 究主題 と関連す る手だて

① 資料選定及 び提示の工夫

・ 詩を資料 と して用いることで,子 供の共感に迫ろ うと考え た。本時 では,中 学3年

生が書 いた作品 「あいっ」を資料 として用 いた。小学校5年 生か ら中学校3年 生 まで

の5年 間陸上競技を通 して競 い合 う中で友情を深めていった作者とあいつ との思い出

が,綿 々と綴 られた詩である。 また,ね らいに迫 るために資料の一部 を改作 し,さ ら

に,子 供にわか りに くい語句を訂正 し,不 要な記述を削除 した。

・ 資料を事前に子供に渡 し,資 料の内容 を十分 に読み取 ることがで きるように した。

② 発問の工夫

・ 子供を対象に信頼 ・友情 に関する実態調査を行い
,そ の結果を発問構成に役立て る。

・ 初発の感想を述べ自分な りの思 いや考えを発表することで,資 料に対す る子供の 多

様な考えを引 き出す。 さらに,そ こで出された意見を以降の発問に生かす ことで,子

供が積極的 に授業に関わろ うとす る意欲を もっ ようにす る。

③ 考えを深め る工夫

・ 小 グルー プによる話 し合い活動を取 り入れ
,自 分の思いを語る機会を増やす。

・ 展開後段の部分で書 く作業を取 り入れ考えを深める
。

(4)指 導の実際(抜 粋)

T

C

C

C

C

T

C

C

資料 「あいっ」を読んで心に残 ったのはどん なことで しょう。

マラソンで何度負けて もあいっの ことが好 きだ とい うところ。

中学2年 の運動会で初めてあいつ に勝 ったところ。

あいつ に何回負けて もあきらめないところ。

あいつの ことを ライバルだ と思 って も,友 達でいたいというところ。

ほとん どあいつに負けたおれが,「 あいっが好 きだ。」「一生友達でいたい。」 という気

持 ちにな ってい るの はどう してなので しょう。(中 心発問)

陸上部で苦 しい練習に耐えて きた仲間だか ら。

最初 は負けて悔 しか ったけれ ど,い つの間にかあいっが 目標 にな っていたと思 う。
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C5年 間一緒 に走 っているうちにいろいろな思 い出がで きたか ら。

Cま たあいつ とマラソンを して,勝 ちたいか ら。

Cあ いっ と別れ別れ にな って しまうので,最 後 はさび しい気持 ちにな っている。

Tあ いっはおれの ことをどう思 っているので しょう。(グ ループごとに話 し合い,出 た

意見をカー ドに書 いて黒板に掲示す る。)

ライバルであ りなが ら大切 な友達 ・よきライバル ・両方 ともライバ ル意識があ った

いっしょにがんばって きた友達 ・兄弟みたいに思 っている ・負けず ぎらいなやっだ

いいマラソン相手 ⇔ ・相手にならない ・おれ に勝 っのは百年はやい

T今 日の授業を通 して,友 達 について どう思 ったか書いてみま しょう。

(5)考 察

① 自分な りの思いや考えを もつとい う観点か ら

資料を読んでいる時に資料内容 に子供が引き込 まれている様子をみることがで き,

資料は子供の共感を呼んだ。競い合 うことを通 して高 まる友情 という内容は,小 学校

6年 生の子供の発達段階によ く合致 していたと考える。

初発の感想にっ いてはほぼ予想 していた ものが出てきた。 しか し,そ れ らの中のど

うい った所 に重点を置いて話 し合 ってい くかを全体の子供に問い直すなどの工夫があ

れば,さ らに子供の主体性を授業の中に生かす ことがで きたと考え る。

資料が長か ったこともあ り,子 供が内容を十分に読み取 って授業 に臨めたという点

で,資 料の事前提示の効果があったと考え る。反面,授 業の中で資料に対する子供の

新鮮 な感動が失われて しまうとい う面 もみ られ た。資料内容がやや複雑な場 合や判断

力を育て ることをね らいと した授業な どで は,資 料の事前提示が効果的な場 合がある

と考え る。 しか し,感 動資料 などでは事前提示 は行わない方がよい。

② 友達の考え との共通点やちがいを知 り,自 分の考えを深め るとい う観点か ら

中心発問に対 して考える時間や書 く活動の時 間が十分取れ なか った。発問の精選だ

けでな く,要 点を得た板書構成な どで,考 え る時間を十分確保す る具体的な工夫が必

要である。

③ 自分の思 いや考えを表現す るという観点か ら

小 グループでの話 し合 い活動 は,子 供が気軽に意見 を交わす ことがで き効果的で

あ った。特に高学年 においては有効であ ると考える。また,発 表のなかで相対す る意

見が出された場合 は,そ れを全体で考え る機会を設ける必要があ る。
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